
■  JR苫小牧駅南口３番バスのりば「苫小牧駅前」から
《17番錦岡線（北錦岡行き）》のバス（道南バス）に乗車、
約40分後「工業高専前」にて下車

■  ＪＲ苫小牧駅よりタクシーにて約20分

■道央自動車道「苫小牧西ＩＣ」より車で約３分

●苫小牧高専～ＪＲ苫小牧駅 約11km

●苫小牧高専～新千歳空港 約37km

●苫小牧高専～札幌市 約70km

〒059-1275　北海道苫小牧市字錦岡443番地
［総務課］TEL：0144-67-0213  FAX：0144-67-0814
［学生課］TEL：0144-67-8001  FAX：0144-67-8031
［Webサイト］https://www.tomakomai-ct.ac.jp

独立行政法人国立高等専門学校機構

苫小牧工業高等専門学校
National Institute of Technology (KOSEN), Tomakomai College

■交通案内 ／Transportation

本校を含む道内４高専は、道内の国公私立大学と連携協定を締結し、
教育研究、地域との連携、情報交流、学生の編入学・インターンシッ
プ等において、相互の協力関係を構築しています。
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Ａ棟（講義棟）

Ｂ棟（管理棟）

Ｃ棟（電気棟）

Ｄ棟（機械棟）

Ｅ棟（実習工場）

Ｆ棟（応化棟）

Ｇ棟（環境棟）

Ｈ棟（情報棟）

Ｉ棟（物質実験棟）

Ｊ棟（専攻科棟）

ボイラー・変電室

学術情報センター（図書館）

学術情報センター（情報処理施設）

地域共同研究センター

キャリア教育センター

技術教育支援センター

降雨災害実験施設

課外活動施設
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われらの標語
（個人として）
　1  学問は人格と結ばれてこそ生きてくる
　2  健康は何物にもまさる資本である
　3  努力は道を開く最大の鍵である
（社会人として）
　1  他人を愛し、自分を愛する人間
　2  自分を誇らず、卑下しない人間
　3  勇気と責任をもって行動する人間

われらの信条
　1  誠 実 な 心 情
　2  友 愛 の 精 神
　3  不 屈 の 気 力

　　昭和41年2月25日選定
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創造工学科
系 入学定員 1 2 3 4 5 合計

機械系
１組

200

44（34,10） 43（31,12） 46（37,9） 43（38,5） 40（37,3）

1,003（769,234）
⑥

都市・環境系
２組 43（33,10） 38（29,9） 33（27,6） 37（30,7） 43（34,9）

応用化学・生物系
３組 43（33,10） 37（17,20） 39（17,22）

①
44（24,20）

① 35（23,12）

電気電子系
４組 44（33,11） 43（38,5） 45（37,8）

① 40（33,7） 28（25,3）

情報科学・工学系
５組 43（33,10） 37（28,9） 43（37,6）

①
36（28,8）

①
36（33,3）

①

専攻科
専攻 入学定員 １年 ２年 合計

創造工学専攻 20 22（20,2） 27（23,4）
①

49（43,6）
①

入学志願者数
創造工学科

令和２年（2020） 384

令和３年（2021） 345

令和４年（2022） 365

令和５年（2023） 348

令和６年（2024） 363

令和７年（2025） 336

奨学生数  ※専攻科生含む

日本学生支援機構 その他の奨学生 全学生に占める割合

令和２年（2020） 107 57 13.8%

令和３年（2021） 106 73 17.2%

令和４年（2022） 113 62 16.3％

令和５年（2023） 87 59 11.2％

令和６年（2024） 102 54 11.7％

学生出身地分布
胆振 日高 石狩 空知 後志 渡島 檜山

397 41 458 31 35 0 0

上川 留萌 宗谷 オホーツク 十勝 釧路 根室

4 1 3 1 9 3 1

道内　　984人
道外　　12人（�青森（1）、東京（1）、神奈川（3）、群馬（1）、茨城（3）、福井（1）、

富山（1）、大阪（1））
国外　　 7人（�モンゴル（2）、マレーシア（1）、スリランカ（1）、タイ（2）、シン

ガポール（1））
合計　　1,003人

備考１：（　）は、（男子, 女子）を内数で示す
備考２：○は、外国人留学生（内数）を示す

学生数 令和７年５月１日現在
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12就　職
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主な就職先（2024年度）� 令和７年３月卒業者

就職先

機械系

㈱アイ・エス・ビー、アズビル㈱（2）、e.TEAM ANA、いすゞ エンジン製造北海道㈱、㈱京都製作所、キリンビール㈱北海道千歳工場、
㈱小松製作所、サントリープロダクツ㈱、JFEテクノス㈱、ジョンソンコントロールズ㈱、新日本空調㈱、ソニーGM＆O㈱、㈱タマディック、
ナブコシステム㈱、㈱日産オートモーティブテクノロジー、日本精工㈱、㈱ネオジャパン、パナソニック㈱、パナソニックE&C㈱、㈱日立ビ
ルシステム、ファナック㈱、フジテック㈱、富士フイルムビジネスイノベーションジャパン㈱、三菱地所コミュニティ㈱、三菱電機ビルソリュー
ションズ㈱

都市・環境系

㈱IHIインフラ建設、アルファ計画㈱、伊藤組土建㈱、岩田地崎建設㈱、エヌ・ティ・ティ・インフラネット㈱、㈱大林組、鹿島建設㈱、
極東興和㈱、KDDIエンジニアリング㈱、㈱構研エンジニアリング、サンコーコンサルタント㈱、JFEテクノス㈱、清水建設㈱、ジョンソンコ
ントロールズ㈱、㈱砂子組、大日本土木㈱、東京水道㈱、苫小牧港開発㈱、苫小牧港管理組合、㈱巴コーポレーション、㈱中山組、
西松建設㈱、㈱NIPPO、日本高圧コンクリート㈱、パシコン技術管理㈱、パブリックコンサルタント㈱、北海道電力㈱、北海道旅客鉄道
㈱、本田技研工業㈱、三井住友建設㈱、レイズネクスト㈱

応用化学・生物系
出光興産㈱、王子製紙㈱苫小牧工場、㈱大塚製薬工場、サントリースピリッツ㈱（3）、三洋化成工業㈱、スマートホールディングス㈱、
第一三共ケミ・プロ、第一三共バイオテック㈱、大日精化工業㈱、DIC㈱、日東電工㈱、日本クロージャー㈱、（一社）日本血液製剤機
構（4）、日本ゼオン㈱、丸善石油化学㈱、メビウスパッケージング㈱、野外科学㈱、レゾナック㈱

電気電子系
アズビル㈱、ウェルネット㈱、王子エンジニアリング㈱、関西電力㈱、㈱札幌科工、シンセメック㈱、中部電力㈱、電源開発㈱、東京水
道㈱、浜松ホトニクス㈱、非破壊検査㈱、北海電気工事㈱、北海道ガス㈱、北海道電力ネットワーク㈱、三菱電機ビルソリューションズ
㈱、メビウスパッケージング㈱

情報科学・工学系

アマゾンジャパン（合）、池上通信機㈱、㈱ヴィッツ、ウェルネット㈱、エヌ・ティ・ティ・データ・ソフィア㈱、㈱FJコンポジット、キヤノンシ
ステムアンドサポート㈱、キヤノンメディカルシステムズ㈱、㈱スリーエス、第一三共プロファーマ㈱、フジテック㈱、㈱DNP情報システム、
㈱DNPデジタルソリューションズ（2）、㈱ディーディーエル、㈱ハイマックス(2)、浜松ホトニクス㈱、㈱日立ハイシステム21、㈱福井村田
製作所、富士フイルムビジネスイノベーションジャパン㈱、ほくでん情報テクノロジー㈱(2)、㈱ラック、㈱RayArc

専攻科
創造工学専攻

旭化成㈱、アズビル㈱（2）、㈱エーティック、SMBC日興証券㈱、㈱エンファシス、Supership㈱、ソニー GM&O（2）、大成建設㈱、大
日本ダイヤコンサルタント㈱、Chatwork㈱、デンカ㈱、（一社）日本血液製剤機構、㈱日本触媒、㈱ファーストリテイリング、富士電機㈱

（2）、㈱福井村田製作所、㈱フルヤ金属、Rapidus㈱

進路選択年度別求人数

令和
4年度
（2022）

令和
5年度
（2023）
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6年度
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令和
3年度
（2021）

令和
2年度
（2020）

0

600

1200

1800

2400

3000

3600

4200

3,160

3,790

2,689

3,226

2,348 2,382

2,815 2,856

2,425

2,908

令和6年
3月卒

（2024）

令和7年
3月卒

（2025）

令和4年
3月卒

（2022）

令和3年
3月卒

（2021）

令和5年
3月卒

（2023）

0

40

80

120

160

200

4

6

5
1

66

75

186

41

77

61

60

178

68

176

40 41

80 85

36

61
60

190

44

1182

求人数 道内就職者数 道外就職者数

求人会社数 進学者数 その他

卒業者数



本校の目的01

沿革02

組織03

学校行事04

創造工学科05

教育課程06

専攻科07

教員一覧08

実験・実習の設備09

施設案内10

学生11

就職12

大学等進学13

地域社会との連携及び
産業界との協力14

収入・支出15

国際交流16

施設17

建物配置図18

13 大学等進学
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大学名 2021 2022 2023 2024 2025 累計
北海道大学 4 2 2 2 4 168
北海道教育大学 12
室蘭工業大学 9 7 4 3 9 317
小樽商科大学 3
帯広畜産大学 1 18
北見工業大学 3 2 1 2 75
弘前大学 1 1 1 1 12
岩手大学 36
東北大学 13
秋田大学 11
山形大学 5
茨城大学 1 15
筑波大学 1 1 1 15
群馬大学 1 5
千葉大学 2 1 1 1 33
東京大学 6
東京農工大学 1 17
東京工業大学 2 1 1 22
電気通信大学 12
新潟大学 16
長岡技術科学大学 5 4 10 11 8 286
金沢大学 2 1 15
信州大学 24
岐阜大学 2 2 1 12
静岡大学 5
豊橋技術科学大学 4 13 7 6 10 213
三重大学 1 3
京都大学 3
大阪大学 1
神戸大学 4
公立大学（札幌市立他） 1 1 2 18
私立大学 6 2 2 2 49
その他の大学等
宇都宮、埼玉、東京外国語、東京工芸、東京都市、横浜国立、福井、
山梨、名古屋、京都工芸繊維、岡山、広島、山口、香川、九州、九州
工業、佐賀、熊本、琉球　他

4 3 4 2 3 82

苫小牧高専専攻科 30 21 33 26 21 559
その他の高専専攻科 23
合計 75 60 68 61 60 2,108

専攻 2020 2021 2022 専攻 2024 2025
電子・生産システム工学専攻 5 6 3

創造工学専攻 6 11環境システム工学専攻 0 6 3
合計 5 12 6

専攻別進学者数

大学等進学者数

大学院進学者数
大学 2021 2022 2023 2024 2025 累計
北海道大学 8 3 6 6 8 75
室蘭工業大学 2 8
東北大学 1
長岡技術科学大学 1 16
東京大学 2
東京医科歯科大学 1
電気通信大学 1
その他の大学 2 3 1 2 26
東京工業大学、横浜国立大学、山梨、信州、名古屋工業、神戸、
広島、北陸先端科学技術、奈良先端科学技術、慶應義塾　他

合計 12 6 7 6 11 130

学科別進学者数
学科 2021 2022 2023 2024 2025
機械工学科／機械系 16 13 14 19 13
環境都市工学科／都市・環境系 16 14 19 11 11
物質工学科／応用化学・生物系 19 13 16 8 18
電気電子工学科／電気電子系 10 12 11 9 7
情報工学科／情報科学・工学系 14 8 8 14 11
合計 75 60 68 61 60
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14地域社会との連携及び産業界との協力
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　地域社会に開かれた高等教育機関としての役割を果たすために、本校の施設、設備及び教職員による生涯教育の場を提供
しております。現在は出前授業、公開講座、科学のとびらなど様々な事業を行っています。
　また、地元産業界をはじめ地域の各方面から、様々な問題解決策について、専門的な立場からの協力を求められることが
多くなっています。これに対応するため、地域共同研究センターでは苫小牧高専サテライト「C-base」を開設し、相談窓口
機能を強化しております。

苫小牧工業高等専門学校協力会
　協力会は、苫小牧工業高等専門学校の教育研究の充実に協力するとともに、相互の連携を密にしながら地域社会の発展や
産学官連携の調整等に関する活動を実施しています。平成5年4月に発足、280社（2025年4月）が会員となっており、現在
も増え続けております。
　具体的な事業としては以下のような活動を行っております。

１．教育研究関連
　　〇図書寄贈　〇研究費助成　〇JOBトーク講師派遣（1年生と3年生を対象とした授業）

　　〇共同教育（専攻科1年生と本科5年生フロンティアコース生対象）　〇協力会企業合同研究会
　　〇ロボコン運営への支援　など

２．地域産業、産学官関連
　　〇苫小牧高専サテライト「C-base」の運営協力　〇苫小牧高専地域連携シンポジウムの開催

３．その他
　　〇モンゴル高専インターンシップならびに就職協力　〇UIターンシステムへの参加協力

技術経営相談窓口「C-base」
　苫小牧市・苫小牧商工会議所と連携し、2018年10月に苫小牧市の中心市街地にある苫小牧経済センタービル内に、苫小
牧高専サテライト「C-base」を開設しました。
　中小企業支援機関（道央産業振興財団や金融機関など）等の専門家とチームを組み技術経営相談や各種補助金の申請支援
等を行っています。「C-base」を拠点に苫小牧地域が活発化することを目指しています。

※図中の“とまなか”とは、苫小牧市を中心とした近隣市町村のこと

“とまなか”の各機関による支援

苫小牧地域産学官金連携協定機関
10の支援機関

苫小牧高専協力会 同窓会「樽前会」
シニア等OBのUIターンの相談受付開始

“とまなか”
における中核産業の

発展・創出

苫小牧高専サテライト
「C-base」
技術経営相談窓口

スタートアップしたい人
新事業を立ち上げたい法人等
現事業に課題がある法人等

〇“とまなか”へのUIターン増加
〇新卒理系人材の“とまなか”就職
〇大企業依存体質からの脱却

インキュベーション
施設等の検討

新事業
新サービス

企業、教員、学生による
研究・事業化プロジェクト
の構築

新規ビジネスを実施したい
企業等の「たまり場」として
機能

支援相談
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地域・民間企業・研究機関・大学等との連携協定（2025年４月１日現在）

区分 名称等 連携機関等 協定締結年月日
（西暦）

地域
苫小牧地域産学官金連携協定

（旧名称：�苫小牧地域ものづくり産業振興のための産学
官金連携協定）

胆振地域10機関
（備考※1参照）

2017年11月28日
（2007年７月10日）

地域 独立行政法人国立高等専門学校機構道内４工業高等専門
学校と北海道との連携と協力に関する協定書 北海道、道内４高専 2015年 2月24日

地域 独立行政法人国立高等専門学校機構苫小牧工業高等専門
学校と苫小牧市との連携及び協力に関する協定書 苫小牧市 2018年10月11日

地域 独立行政法人国立高等専門学校機構苫小牧工業高等専門
学校及び苫小牧商工会議所の包括連携協力に関する協定書 苫小牧商工会議所 2018年11月28日

地域
苫小牧工業高等専門学校と北海道警察サイバーセキュリ
ティ対策本部とのサイバーセキュリティの分野における
人材の育成に関する協定書

北海道警察サイバーセキュリ
ティ対策本部 2018年 ３月 ２日

地域
独立行政法人国立高等専門学校機構苫小牧工業高等専門
学校と北海道むかわ町との連携及び協力に関する包括連
携協定書

むかわ町 2020年 9月15日

地域
独立行政法人国立高等専門学校機構苫小牧工業高等専門
学校と北海道厚真町との連携及び協力に関する包括連携
協定書

厚真町 2021年 2月19日

民間企業 苫小牧高専と苫小牧信用金庫との産学連携基本協定書 苫小牧信用金庫 2005年11月 １日

民間企業 道内４高専と北海道銀行との産学連携協力に関する協定書 ㈱北海道銀行、道内４高専 2007年12月14日

民間企業 道内４高専と北洋銀行との産学連携協力に関する協定書 ㈱北洋銀行、道内４高専 2008年 9月12日

民間企業 独立行政法人国立高等専門学校機構苫小牧工業高等専門
学校とフラー株式会社の包括的連携に関する協定書 フラー㈱ 2024年 ８月 ６日

民間企業
独立行政法人国立高等専門学校機構苫小牧工業高等専門
学校と株式会社アクセスネットの包括的連携に関する協
定書

㈱アクセスネット 2024年 ３月18日

研究機関 苫小牧高専と財団法人北海道科学技術総合振興センター
（ノーステック財団）との業務提携契約書

（公財）北海道科学技術総合振
興センター（ノーステック財団） 2009年 ３月16日

研究機関 苫小牧市テクノセンターと苫小牧高専との相互連携に関
する覚書 苫小牧市テクノセンター 2009年11月24日

研究機関 苫小牧高専と北海道立総合研究機構との連携・協力に関
する協定書 （地独）北海道立総合研究機構 2011年 １月29日

大学 苫小牧工業高等専門学校と室蘭工業大学との間における
単位互換に関する協定 室蘭工業大学 2004年 １月28日

大学 北海道大学と道内４高専との学術交流に関する協定書 北海道大学、道内４高専 2009年12月15日

大学 札幌学院大学と独立行政法人国立高等専門学校機構苫小
牧工業高等専門学校の連携及び協力に関する協定書 札幌学院大学 2020年12月18日
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公開講座（2024年度）

講座名 受講者数

ものの動きの仕組みが分かる工作キットを組み立てよう！！ 23

橋の施工現場を見てみよう 15

ドラゴン花火をつくってみよう～アルミノテルミット反応を体験しよう～ 21

楽しい半導体入門講座～半導体デバイスを制御してみよう～ 11

小さいコンピュータをプログラミングしよう 17

光る星座盤を作ろう 17

2024夏休み工作教室「紙すきに挑戦しよう」 ９

親子対抗ロケットコンテスト ８（4組）

大学 室蘭工業大学と道内４高専との学術交流に関する協定書 室蘭工業大学、道内４高専 2010年 ３月29日

大学 公立はこだて未来大学と道内４高専との学術交流に関す
る協定書

公立はこだて未来大学、道内
４高専 2010年 ４月23日

大学 北見工業大学と道内４高専との学術交流に関する協定書 北見工業大学、道内４高専 2010年 ５月25日

大学 帯広畜産大学と道内４高専との学術交流に関する協定書 帯広畜産大学、道内４高専 2010年11月29日

大学 道内４高専と北海道科学大学との教育・研究等に関する
包括連携協定書 北海道科学大学、道内４高専 2022年 ４月 １日

大学 大規模災害等発生時における北海道地区国立大学等間の
連携・協力に関する協定書

道内7国立大学、2国立青少年
施設、道内4高専

（備考※2参照）
2018年 ２月23日

大学 道内4高専と公立千歳科学技術大学との教育・研究等に
関する包括連携協定書 千歳科学技術大学、道内４高専 2021年 4月26日

その他 道内４高専と日本技術士会との連携・協力に関する協定書 （公社）日本技術士会北海道本
部、道内４高専 2011年11月25日

その他
ウェルネット株式会社と北海道内４国立工業高等専門学
校並びに北海道新聞社会福祉振興基金との間のウェル
ネット基金に関する協定書

ウェルネット㈱、（公財）北海
道新聞社会福祉振興基金、道
内４高専

2015年 ６月24日

※連携機関等の名称は2024年4月時点のもの

※1：�室蘭工業大学、苫小牧市、（公財）道央産業振興財団、苫小牧商工会議所、（一社）北海道中小企業家同友会苫小牧支部、苫小牧信用
金庫、㈱北洋銀行苫小牧中央支店、㈱北海道銀行苫小牧支店、日本弁理士会北海道支部、苫小牧高専

※2：�北海道大学、北海道教育大学、室蘭工業大学、小樽商科大学、帯広畜産大学、旭川医科大学、北見工業大学、大雪青少年交流の家、
日高青少年自然の家、道内４高専
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42 NIT (KOSEN), Tomakomai College

外部資金受入／科学研究費助成事業
外部資金受入

科学研究費助成事業受入内訳（2024年度）

区分 件数（件） 受入金額（千円）

共同研究 19 7,031

受託研究 7 33,895

補助金等 25 819,745

科学研究費助成事業 23 23,511

その他助成金等 2 796,234

その他受託事業等収入 4 1,387

寄附金収入 19 24,869

合　計 886,927

研究種目 件数（件）
交付金額（千円）

直接経費 間接経費 合計

基盤研究（S） 1 300 90 390 

基盤研究（B） 2 2,400 720 3,120 

基盤研究（C） 15 11,185 3,356 14,541 

挑戦的萌芽 1 100 30 130

若手研究 3 3,100 930 4,030 

研究成果公開促進費（学術図書） 1 1,300 0 1,300 

計 23 18,385 5,126 23,511 

※研究分担者に配分した金額を除き、研究分担者として受け入れた件数・金額を含む

※項目ごとに四捨五入を行っている

収入額 支出額

産学連携等研究収入
41,011千円

補助金収入
57,995千円

運営費交付金
112,980千円

施設整備費補助金
519,100千円

収入合計額　1,007,353千円 支出合計額　1,010,596千円

補助金事業費
44,245千円

業務費
377,347千円

産学連携等研究費
48,499千円

寄附金事業費
21,403千円

施設整備費
519,100千円

寄附金収入
23,058千円

雑収入
9,100千円

授業料等収入
244,106千円

令和６年度
単位：千円

産学連携等研究収入
41,011千円

補助金収入
57,995千円

運営費交付金
112,980千円

施設整備費補助金
519,100千円

収入合計額　1,007,353千円 支出合計額　1,010,596千円

補助金事業費
44,245千円

業務費
377,347千円

産学連携等研究費
48,499千円

寄附金事業費
21,403千円

施設整備費
519,100千円

寄附金収入
23,058千円

雑収入
9,100千円

授業料等収入
244,106千円
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国・地域名 協定大学名（所在地） 協定締結年月日
（西暦）

ニュージーランド
EITホークスベイ

（EASTERN INSTITUTE OF TECHNOLOGY, HAWKES’BAY）
2006年 ８月18日

中国・香港 THEi（Technological and Higher Education Institute of HongKong） 2013年12月18日

モンゴル モンゴル工業技術大学（Institute of Engineering and Technology） 2015年 ８月31日

タイ カセサート大学（KASETSART UNIVERSITY） 2017年12月14日

モンゴル
モンゴル高専連盟

（MONGOLIAN NATIONAL ASSOCIATION OF COLLEGES OF TECHNOLOGY）
2019年10月 ７日

タイ タイ高専（KOSEN-KMITL） 2023年 ３月31日

マレーシア マラヤ大学（Universiti Malaya） 2025年 ３月27日

年　度 人　数

2024年度 28

2023年度 21

2022年度 13

2021年度 0

2020年度 0

年　度 人　数

2024年度 38

2023年度 30

2022年度 1

2021年度 0

2020年度 0

年　度 人　数

2024年度 17

2023年度 63

2022年度 2

2021年度 0

2020年度 0

年　度 人　数

2024年度 11

2023年度 9

2022年度 0

2021年度 0

2020年度 0

大学間交流協定（2024年４月１日現在）

海外派遣（教員）

海外派遣（学生）

海外研究者の受入

協定校学生の受入
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17 施　設

44 NIT (KOSEN), Tomakomai College

敷地総面積 内　　訳

133,251㎡
校舎等敷地 127,758㎡

職員宿舎敷地 5,493㎡
合　計 133,251㎡

地　　区 名　　称 構造・階数 建築面積（㎡） 延床面積（㎡）

校舎地区

校
舎
施
設

Ａ棟（講義棟） R-3 970 2,868
Ｂ棟（管理棟） R-3 704 1,261
Ｃ棟（電気棟） R-3 792 1,856
Ｄ棟（機械棟） R-3 556 1,668
Ｅ棟（実習工場） S-1 702 702
Ｆ棟（応化棟） R-3 532 1,596
Ｇ棟（環境棟） R-3 805 2,367
Ｈ棟（情報棟） R-4 584 2,204
Ｉ棟（物質実験棟） R-3 256 519
Ｊ棟（専攻科棟） R-4 316 1,271
降雨災害実験施設 S-1 49 49
小計 6,266 16,361

設
備
等
施
設

管理倉庫 S-1 79 79
機械科倉庫 B-1 20 20
危険物庫 B-1 30 20
薬品庫 B-1 20 30
車庫 R-1 101 101
バス車庫 R-1 78 77
ボイラー・変電室 R-1,B-1 324 339
受水槽室 S-1 38 37
その他 25 25
小計 715 728

教
　
　
育

研
究
施
設

図書館 R-2 1,224 1,600
情報処理施設 R-1 300 300
地域共同研究センター R-2 220 416
小計 1,744 2,316

運
動
施
設

第１体育館 S-1,R-1 998 995
第２体育館 S-1,R-1 902 879
武道場 S-1,B-1 277 277
武道場格納倉庫 38 38
武道場渡り廊下 B-1 44 44
アイスホッケー場 R-1 1,947 1,947
アイスホッケー格納倉庫 S-1 26 26
アイスホッケー場準備室 R-1 63 63
アーチェリー場的場 B-1 43 43
小計 4,338 4,312

福
　
　
利

厚
生
施
設

福利施設 R-2 467 903
課外活動施設 B-1,S-1 242 242
小計 709 1,145

学寮地区

寄
宿
舎
施
設

寄宿舎管理棟 R-1 1,324 1,324
第１寮棟（寄宿舎高学年寮室棟） R-3 368 1,104
第２寮棟（寄宿舎寮室棟） R-4 448 1,792
第３寮棟（寄宿舎低学年寮室棟） R-3 393 1,179
第４寮棟（高学年寮棟） R-3 339 999
女子寮棟 R-3 490 1,132
自習棟 S-1 117 117
渡り廊下 B-1,R-1,R-3 180 180
小計 3,659 7,827
合計 17,431 32,689

建物

土地
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45NIT (KOSEN), Tomakomai College

Ａ棟（講義棟）

Ｂ棟（管理棟）

Ｃ棟（電気棟）

Ｄ棟（機械棟）

Ｅ棟（実習工場）

Ｆ棟（応化棟）

Ｇ棟（環境棟）

Ｈ棟（情報棟）

Ｉ棟（物質実験棟）

Ｊ棟（専攻科棟）

ボイラー・変電室

学術情報センター（図書館）

学術情報センター（情報処理施設）

地域共同研究センター

キャリア教育センター

技術教育支援センター

降雨災害実験施設

課外活動施設

❶❶
❷❷
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❹❹
❺❺
❻❻
❼❼
❽❽
❾❾
1010
1111
1212
1313
1414
1515
1616
1717
1818

1919
2020
2121
2222
2323
2424
2525
2626
2727
2828
2929
3030
3131
3232
3333
3434
3535

第１体育館

第２体育館

武道場

音楽系サークル室

ロボットテクノロジー部部室

アイスホッケー場

アーチェリー場

福利施設（鵬翔会館）

車庫

バス車庫

寮管理棟

寮厨房・食堂棟

第１寮棟

第２寮棟

第３寮棟

第４寮棟

女子寮棟

❷❷

❸❸
❹❹

❶❶
❺❺

❻❻
❼❼

❽❽
❾❾

1010 1111

1212
1313

1414

1515

1616

1717
1818

1919
2020

2121

2222

2323

2424

2525

2626

2727 2828

2929
3030

3131
3232

3333
3434
3535

陸上競技場・サッカー場陸上競技場・サッカー場

野球場野球場

駐車場駐車場

駐車場駐車場

自転車自転車
置場置場

テニステニス
コートコート

テニステニス
コートコート

われらの標語
（個人として）
　1  学問は人格と結ばれてこそ生きてくる
　2  健康は何物にもまさる資本である
　3  努力は道を開く最大の鍵である
（社会人として）
　1  他人を愛し、自分を愛する人間
　2  自分を誇らず、卑下しない人間
　3  勇気と責任をもって行動する人間

われらの信条
　1  誠 実 な 心 情
　2  友 愛 の 精 神
　3  不 屈 の 気 力

　　昭和41年2月25日選定



■  JR苫小牧駅南口３番バスのりば「苫小牧駅前」から
《17番錦岡線（北錦岡行き）》のバス（道南バス）に乗車、
約40分後「工業高専前」にて下車

■  ＪＲ苫小牧駅よりタクシーにて約20分

■道央自動車道「苫小牧西ＩＣ」より車で約３分

●苫小牧高専～ＪＲ苫小牧駅 約11km

●苫小牧高専～新千歳空港 約37km

●苫小牧高専～札幌市 約70km

〒059-1275　北海道苫小牧市字錦岡443番地
［総務課］TEL：0144-67-0213  FAX：0144-67-0814
［学生課］TEL：0144-67-8001  FAX：0144-67-8031
［Webサイト］https://www.tomakomai-ct.ac.jp

独立行政法人国立高等専門学校機構

苫小牧工業高等専門学校
National Institute of Technology (KOSEN), Tomakomai College

■交通案内 ／Transportation

本校を含む道内４高専は、道内の国公私立大学と連携協定を締結し、
教育研究、地域との連携、情報交流、学生の編入学・インターンシッ
プ等において、相互の協力関係を構築しています。

旭川高専

釧路高専

函館高専

北見工業大学

帯広畜産大学

はこだて未来大学

室蘭工業大学

苫小牧高専

北海道大学

札幌学院大学

千歳科学技術大学

北海道科学大学

支笏湖
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